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よび次期気球実験の展望
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我々は世界最高角度分解能 (0.1deg@1–2GeV)、世界初偏光有感、世界最大口径面積 (∼10m2)を実現するエマ
ルションガンマ線望遠鏡の長時間気球フライト繰り返しによる宇宙ガンマ線 (10MeV-100GeV)精密観測を目指す
(GRAINE計画)。これまでに地上における様々な研究開発やテスト実験、2011年気球実験 (JAXA大樹大気球実
験、口径面積 125cm2、総フライト時間 4.3時間)、2015年気球実験 (JAXA豪州大気球実験、口径面積 3780cm2、
総フライト時間 14.4時間)によって、エマルション望遠鏡気球実験による宇宙ガンマ線観測の実現可能性を拓い
てきた。望遠鏡の大幅な改善を達成した 2018年気球実験 (JAXA豪州大気球実験、口径面積 3780cm2、総フライ
ト時間 17.4時間)では、既知ガンマ線源であるVelaパルサーを検出し、望遠鏡の総合的な性能実証 (目標結像性
能 1度 (>100MeV))を目指す。本講演では 2018年気球実験の最新結果を報告するとともに、得られた成果を基
に採択された 2022年次期気球実験 (JAXA豪州大気球実験)の展望を紹介する。


